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1．はじめに

　現在インターネット上での情報検索にフリー百科事典「ウィキペディア

（Wikipedia）」が使われていることが多いが，これはネットワーク上のどこ

からでも，いつでも，誰でも，文書を書き換えて保存することができるコラ

ボレーションツールWikiシステムを利用して構i築されている百科事典であ

る。Wikiシステムは，これ以外に話題の集積場として，教育・研究支援として，

地域・生活・文化の交流の場として，企業やサークル活動の基盤として，な

ど幅広く活用されてきている。

　そのような状況のなか，筆者は2004年度からゼミ活動でWikiシステム

を使う試みを始めている。Wikiを利用することによって，ゼミ生間の情報

共有と協調学習による学習効果を高めることができ，さらにゼミの活動記録

の役割も果たすと考えた。本論文では，Wiki活用の事例と先行研究につい

て調べ，ゼミでの利用方法とその評価についてまとめ，Wikiの教育利用に

関して考察する。

2．Wikiについて

2．l　Wikiとは

　「Wikiwiki」という用語は，ハワイ語で「素早い」とか「形式ばらない」

という意味で使われているが，「WikiWikiWeb（通称Wiki）」とは，　Ward

Cunninghamによって発案された概念であり，自由に拡張可能な，連結され

たウェブページの集積で，情報を格納し，修正するためのハイパーリンクシ
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ステムである。分かりやすくいえば「誰もが好きなページを好きなように編

集できるようになっているウェブサイト」である。最初のWikiサーバーは

1994年に開発されているが，現在さまざまなwikiクローン（wikiエンジン）

が国内外で開発されており，これらを総称して「Wiki」とよぶことが多い。

　wikiの機能は，現在のウェブブラウザで利用できる一般的な機能に限定

されており，形式ばった構造を必要としない。そして，完全な自由，アクセ

スや利用のしやすさ，シンプルで統一一性のあるナビゲーション規則を持ち，

ウェブ上での共同作業が可能になる。

　「誰もが編集できるコンテンツ」であるということは，悪意をもった人物

によってコンテンツの一部が削除されたり，書き換えられたりすることも考

えられる。多くのWikiエンジンでは履歴を残すようになっているが，書き

換え自体を防止するものではない。このような悪意をもった行為があったと

しても，Wikiに対してアクティブな参加者がコンテンツの復旧を行ってい

れば，いずれその行為が無駄でありあきらめるだろうというコンセプトで成

り立っている（1）（2）（3）。

2．2Wiki活用事例

　Wikiは，現在さまざまな活動に利用されており，　Wikiエンジンの一つで

あるPukiWikiのホームページ（4）には活用事例がまとめられている。そこ

には，

・ 話題（コンピュータ・ゲーム・オンラインゲーム・エンターテインメント

　など）の集積場として

・ 研究・教育支援として

・ 地域・生活・文化の交流の場として

・ 団体・法人のサイトあるいはその一部として

・ ワークグループ活動の基盤として

などに分けられて活用事例が紹介されている。

その中の一つ「地域・生活・文化」をみると，さらに日本・海外・スポーツ・

音楽・ボーイスカウト・子ども会・生活・医療と健康・旅行・ペット・農業

などに分類されており，幅広い領域で活用されていることがわかる。また，「研

究・教育支援」では，学生の相互支援（含むサークル活動）・研究環境支援・
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学生生活支援・講義支援／授業支援（講師・教員の方によるもの）・講義資料・

講義支援環境として・研究室・数学／統計経済学／教育学など分野ごと・資

料の公開・プレゼンテーション／ドキュメンテーションツールとしてなどの

活用事例があげられている。

　このように活用事例は多いが，最もよく知られているものとしてウィキ

ペディア（Wikipedia）がある。これは，非営利団体のウィキメディア財団

（Wikimedia　Foundation）が主催している，多数の執筆者によって提供され

ているインターネット上のフリー百科事典で，「Wikipedia」の名称はWiki

と「Encyclopedia」（百科事典）の造語である（5）。情報を共有する仕組みを

持ったサービス全般をソーシャルメディアというが，その最たるものがウィ

キペディアである。創始者はジミー・ウェールズで2001年1月に英語で開

始され，現在では世界中の250を超す言語で作成されている。日本語版の利

用者i数が増え始めたのは2003年1月頃といわれている。ウィキペディアが

巨大化した今では，各言語版の管理はそれぞれのコミュニティの自治に任さ

れている。各言語版の自治はウィキペディア財団の管轄下にあるが，全言語

版共通の「五本の柱」とよばれる基本方針のほかに各言語版のウィキペディ

アごとにローカルルール（方針とガイドライン）が作られている。「五本の柱」

とよばれる基本方針とは，

　・偏見を避iける

　・独自の調査を載せない

　・著作権を侵害しない

　・ウィキペディアは百科事典

　・他の参加者に敬意を払う

である。

　ウィキペディアの登場によって，利用者はより効率よく公正な情報を収集

することができるようになった。複数人の共同作業で作られたコンテンッは，

議論を経てつくりあげられたものであり，中立的で公正な記述になっている

ことが多いが，内容の真偽や執筆意図についてトラブルにまで発展すること

もある。ウィキペディアはだれでも自由に編集できるシステムであるため，

悪意を持って参加したり意図的に書込み内容を編集することは不可能ではな

い。ウィキペディアは多くの課題を抱えているが，成長を続けている（3）。
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2．3　Wikiの教育利用に関連する先行研究

　教育分野におけるWikiの利用は，ジョージア工科大学におけるCoWeb

がよく知られている。CoWeb（Collaborative　websiteの略）は，　SmallTalk

のクロスプラットフォーム対応（複数のOSに対応）のオープンソース版で

あるSqueakで開発された特殊なWikiクローンであり，　Swikiともよばれ

ている。2000年には120を超えるCoWebが10台ものサーバーで稼働し，

その大部分がクラスでの活動を支援するのに利用されている。主な用途とし

ては，教師と学生の情報共有，学生によるレポート等の共同製作，作品など

の批評活動の場などである（1）。

　国内においても，参加者が自由に編集できるコラボレーションツールで

あるWikiシステムを基礎とした協調学習システムの研究開発や授業の中で

Wikiを利用した実践研究が報告されている。ここでは，　Wikiの教育利用に

関連する先行研究について概観する。

　（1）システム開発に関する研究

　酒井ら（6）は，プログラム共同開発を支援する協調学習システムを提案し

ている。このシステムは，Wikiの理念を基盤として作られ，プログラミン

グ演習のための機能を拡張している。学習者たちはソースコードを含んだ

Webページを自由に変更してプログラムを作成していく。プログラムのど

の部分が変更されたかは差分表示によって確認でき，ページの変更履歴も表

示できる。また，議論はソースコードを含んだページでソースコードの変更

と同時にできるようになっている。本システムを使って数人のグループで学

習に取り組む実験を行い，アンケートによる評価を行っているが，システム

の操作性や機能評価ではまずまずの結果が得られ，学習効果も感じられたこ

とから，本システムを用いた協調作業によるプログラミング学習は有効であ

ると述べている。ただし，学習者自身の参加意欲や積極性によって，学習効

果が大きく左右されるということも分かったと述べている。

　吉村らは（7），従来の分散協調学習支援では重視されなかった機能を洗い

出すことによって分散協調学習に必要な機能を検討して，共同文書作成・編

集システムであるWikiをベースにした協調学習のためのコンテンツ構築シ
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ステムEduwikiを開発した。これは，協調学習において知識コンテンツ構

築を支援するために，ユーザビリティ，知識コンテンツ構築に関わる機能，

セキュリティや運用上の問題点に対処する機能を備えたものである。

　森らは（8），グループによる共同レポート作成課題における各学生の貢献

度を教師が評価しやすくするために，wikiを応用したグループ向けのレポー

ト作成システムを開発した。グループ課題において，グループ内の各個人に

対する評価をどうするかは，教師にとって大きな負担の一つである。そこで，

個人の貢献度を測るための指標として各個人のレポートの変更度に着目し，

Wikiを応用することでレポートの追加・変更行を履歴として残し，それら

を評価対象とすることができると考え，システム開発を行った。

　（2）wikiを利用した授業の実践研究

　淡路（9）は，Wikiの特性に着目してオンラインでの添削指導に応用した実

践を行っている。受講学生たちはwiki空間内に作文を公開し，教師は学生

の作成したページに添削・コメントを書き込み，学生たちはそれを見てさら

に書き直しをするというプロセスを繰り返す仕組みである。これらの編集作

業は，自動的に履歴として残るので，オンラインポートフオリオのような役

目を果たすことができたと述べている。また，wiki環境で複数の教員が共

同して教材を執筆することも試みているが，教材の共同作成だけでなく，授

業ポータルとしての機能も果たすことが可能であると述べている。

　プログラミング学習でWikiを利用した実践研究には，山下（10），谷口（11），

筆者ら（12）の報告がある。山下は，非常勤であることから学生とのコミュニ

ケーション不足を補うために，Webベースのコラボレーションツールであ

るWikiを活用して学生たちの活発なコミュニケーションを促すことができ

るのではないかと考え，講義に活用して評価を行っている。レポート出題は

プログラムの作成であり，提出されたレポート（プログラム）にコメントを

加え，満足できる回答内容と受講生の理解度が確認できるまで，Wiki上の

文書を受講生と教師が更新していく。提出されたレポートが他の受講生から

も参照できることが，他の受講生の考えるきっかけになること，解法は一つ

ではないことを実感させることができ，また，多くの受講生が陥ったプログ

ラム上の問題点を取り上げて，詳しく解説し理解を深めさせることができた
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と述べている。アンケートによる評価では，レポートの公開に対しては高い

満足度が示され，教師・学生間のコミュニケーションは向上したが，学生間

のコミュニケーションの向上までは成果が見られなかったという結果を示し

ている。

　谷口は，Wikiシステムの一つであるSwikiシステムを利用した協調的プ

ログラミング学習の実践について報告している。そのシステムを使って受講

生の作品案と完成作品および3回の進捗報告書を提出させている。トップ

ページを見るだけで全学生の制作過程の概略が見渡せるような構成にしてお

り，そこから説明ページに飛ぶようにしている。説明ページは，プログラ

ムの説明や教員に対する質問，教員からの回答や質問などに利用している。

Swikiを利用することにより，他の学生のプログラム（作品）と進捗状況が

みられ，他の学生から良い影響を受けながら以前より熱心に作品に取り組む

様子が見られたと述べている。プログラミング学習において作品の作成過程

における情報を共有することにより，協調的でかつ効果的な学習が行われた

と結論づけている。

　筆者らは，e－learning学習支援システムを開発したが（13），その中に用意

されているwiki（Pukiwiki）をベースにした協調学習ッールを利用したプ

ログラミング演習の実践と評価を行った。授業では，協調学習ツールを利用

して掲示板の機能と作業報告ページを用意した。作業報告ページには毎回の

作業進捗状況を報告するようにしているが，それ以外に質問や，情意面につ

いての記述も多くみられ，個別対応を丁寧に行うことができた。受講生の中

には，Wikiの特徴を生かして自発的にノート代わりのメモページを作成し

ながら学習を進めるなど，学習方法を工夫する様子も見られた。

　授業の中での共同学習の場としてWikiを活用した研究に横田の報告（14）

がある。大学院生を対象とした「マルチメディア文化論」の授業でWikiに

よるディスカッションを取り入れている。初めはBBSを利用してディスカッ

ションを行っていたが，その後BBSとプログとWikiを比較検討した結果，

Wikiを利用することにし，それに伴いWikiの機i能を活かすための授業の進

め方も検討して試みた。アクセスログや受講者への聞き取り調査の結果から，

Wikiの活用はBBSやプログに比べ操作がやや難しかったようであるが，ディ

スカッションの場としての機能は十分果たしていたと述べている。今後の課
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題として，操作性の向上およびWikiの多様な機能を活かす課題の内容や授

業の進め方などをあげている。

　（3）ゼミや研究室でのWiki利用に関する研究

　伊藤（15）は，研究室における情報共有の手段としてWiki型のシステムを

導入している。従来の研究室の情報共有の手段としては，メーリングリスト

や電子掲示板などが主に用いられていたが，研究や協同学習を進めるにあ

たって有益な議論が発生しにくく，単に教師からの連絡や通知の場としてし

か機能しないため，有益な議論は電子的な形で残らないという問題が発生し

ていた。そこで，研究室の構成員相互の意見交換の活性化を目的として，従

来の電子掲示板を置き換える形で講座向けのWebページにWiki型のシス

テムを導入した。その結果，講座向けのWebページは教員からの連絡にと

どまらず，アクセス数も増加して学生からの主体的な提案や議論を行う場と

して機i能しつつあることから，さらにWikiの機能を十分活かすために積極

的な情報発信を支援するための手法や運用方法を確立したいと述べている。

　佐野（16）は，ゼミの学生間の交流促進や知識・情報の蓄積を促進するため

にWikiを導入している。学生に知識を蓄積することの重要性を説明した後，

個人ページを与え「先生になったつもり」でテキストを自由に執筆させたと

ころ，学生は強制していないのに積極的に執筆を続け，学生同士のコミュニ

ケーションが前にもまして活発になったと述べている。また，wikiはセキュ

リティ面やレイアウトの自由度などには問題が残されているが，集団で一・つ

のものを作り上げていく活動に適しており，教育用に特化した「e－wiki」に

高めていき，さまざまなコミュニティで活用できるようなパッケージングを

行いたいと述べている。

　村木ら（17）は，情報の共有・交換方法としてWikiを利用させることで卒

業研究に利用できるのではないかと考え，実際に学生にWikiを利用させ，

その結果を調査している。各学生の卒業研究に関する情報が公開されること

で，それに対して他の学生や教員からコメントをもらうなどの情報の交換が

行われた。また，ページへの移動方法や他の研究室のWikiページを気軽に

閲覧できるように工夫したことから，Wikiが情報共有，情報交換の場とし

て有効であるという結果が得られたと述べている。
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　（4）電子教材開発に関する研究

　電子教材開発に関する研究については，（2）で述べたように淡路も試みて

いるが，稲垣らの研究報告（18）がある。稲垣らは，電子教材開発のためのコ

ラボレーション基盤に，情報共有とコミュニケーションのためのツールであ

るWikiを利用して，計算機シミュレーションを用いた物理教材などの開発

を進め，その効果について報告している。Wikiツールは，電子教材開発関

係者間のコミュニケーションを活性化するだけでなく，開発における試行錯

誤の履歴，各種記録の利便性を高め，情報の蓄積が進むなどの成果を上げて

いることから，教育現場にも導入しやすいツールの一つであると述べている。

今後の課題として，配信する教材の品質保証やセキュリティ対策のためのサ

イト，蓄積した情報を検索するためにデータベースと連携したサイト，を用

意する必要があることを挙げている。

3．Wikiを利用したゼミ活動ページの紹介

　ゼミ生間の情報共有と協調学習による学習効果を高めるために，2004年

度からWikiシステムの試用を始めた。また，　Wikiを使うことによりゼミの

活動記録の役割も果たすことができると考えた。

　wikiエンジンとしてYukiwikiを使っているが，これは開発者の名前（結

城浩）が付けられたものである。YukiWikiは2000年から開発され，　Perl

言語で書かれている、日本語に対応していることが大きな特徴であり，2004

年頃には多くのサイトで使われていた。現在日本国内で開発されている

wikiエンジンは，これを改良または参考にしているものが多く，　Pukiwiki

はPHP言語に移植する形で開発されたものである。筆者がこれを選んだ理

由は，多くのサイトで利用されていたこと，YukiWikiの本（2）が手元にあっ

たことからであり，試しに研究室のサーバーにYukiWikiをインストールし

て使ってみることにした。YukiWikiでは機能を追加することは可能であっ

たが，ここでは備わっている機能だけを利用している。ユーザ管理やセキュ

リティ対策はしていない。

　図1のように中尾ゼミトップページから各年度の活動ページに飛べるよう

に年度ごとのページを追加作成しており，過去のゼミ活動を閲覧することが
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できる。図2，3，4は3年前期で行っている記事紹介活動のページ例である。

記事紹介活動は，学生が自ら興味ある記事および論文を情報関連の雑誌や論

文誌から選び，その概要をまとめた資料を作成して発表しあう活動である。

その後で，学生はWikiの編集の仕方（図2）を参考にして，紹介内容にタ

イトルを書き込み（図3），発表用資料をもとに記事内容を書き込む（図4）。

そしてお互いのページに意見・感想を書き込む。これらの作業を通して，学

生は分かりやすい資料の作成や発表の仕方を学ぶとともに学習の理解を深め

ることができ，また，他の人が読むことや意見を書き込むということを意識

することも取り組む姿勢によい影響を与えると考える。図5はFlashの学習

のページ例であり，2004年度の学生たちが書き込んだ内容を2005年度の学

生たちが修正を加えていくようにした。これは，過去の書き込みを学習素材

として利用したページである。その後のFlashの学習については，　DTコー

スの画像処理科目が増え，授業で学習することができてきたため，制作した

作品を紹介するページを追加するようにしている。図6は2009年度の社会

情報システムの学習ページである。テキストを分担して読んで発表しあう活

動であり，発表資料の文書をPDF化して読み合えるようにして意見・感想

を書き込めるようにしている。なお，卒業研究の論文および作品については，

研究室のホームページで閲覧できるようにしている。そして，研究室のホー

ムページからもゼミ活動ページに飛べるようにしている。

4．ゼミ活動でのwiki利用の評価

　Wikiを利用したゼミ活動の初年度（2004年度）の修了時にアンケートに

よる評価を行った。また，2008年度にはゼミ生に簡単なアンケートによる

評価を行った。回答人数が少なく分析することはできなかったが，集計結果

についてまとめる。

4．12004年度の調査結果

　ゼミ生10名を対象に質問紙調査を実施した。質問項目は表1のとおりで

ある。項目の1～29までは5段階評価，21～23は記述式，24は「はい」

と「いいえ」による回答形式である。
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犠編蕊灘藷申羅ぜミの活動
頚次
●4牢生の就葺麟舌勲

＄絃撒垂鍵oΩ麟

2009年度3年前期

＄鵬mi翌’・ooa

20c⊃8年度3年前期

s培纐ぱ愛嬢ぴア

200フ年度3年前期

＄Ut　rw藷21me・e6

情報システムの学習、記事紹介の活動

記事紹介の活動

図1　中尾ゼミのトップページ

鑛集鐙理者摺）1饗劃差分1撒塵1＝鐘1隆1一騰鰻に麹醸歴

撫禰欝麟一記事紹介の活動（2◎◎尋年度）

目次

．綴鋼羨の手凛

．籔見・麟燈麗筒の蜜ttJSi

．紹冗丙容

記事紹介の活動（2004年度）

翻介後の手賑

1．このペーシを「編集」で，「紹介内容」部分にタイトルを書き入れて保存します。

．1行目　学籍番号を入力します。…
・　2ギ〒目　　空］〒

．3行目　「＊概要」を入力します。…「＊」は半角入力1

．4行目　空行
．5行目　概要を文章入力します。…段落を分けるときは間を1行空ける

．x行目　空行
．×＋1行目　「＊意見・感想・質問」を入力します。

3．保存します。

す。

2．このペーシを開いてタイトルの右端の「？」部分をクリックしてそのペーシを作成します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ペーシの要約でタイトル行に表示される

4．ときどきペーシを開き，意見・感想・質問が書き込まれたかを確認します。必要に応じて書き込み内容に対して一コメントや回答を書きま

霊裁・懲懇・賛鶉の書き霞

．必ず「行空けて書き始めてください。

．最後に署名（学籍番号，氏名，イニシャルなと）を入れるようにしましょう。

・自分のペーシへの書込みに対するコメントや回答をお互いに書くように心がけて，有意義な活動にしましょう1

図2　記事紹介ページ例（作業手順の説明）
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紹膏爽容

上の書き方を参考にしながら書いてください

お互いにほかの人の記事を読んで思見や感想を書き込みましょう！（中尾）

・lTune＄で楽しむ音楽生活

　あなたの薩報は守らわているわ

．公三Σ字絞斑丁環漉整備

・そのときどうする？オーション詐欺

．検索上手になろう

　フロク

　出張・旅の遮鋸サイト活用術

　携帯電話の無騒な所・無駄な機能

．蕊なたの駿｝翻蓬守ります

．幼擦にパソコ∪がvlい1

．「そのこきとうする憾染したかもしオりない

　やっていいこと悪いこと30

　自捲せ1＋一ポ州笑ンティ
．パノ｝1ン〈’竃簿i

．1”・L．」s一ゐ，さi賠”烈ジ］けフンキ

．工二・一一つ，，一ズ対策マニニゴ」7日ノ

図3　記事紹介ページ例（紹介記事一覧）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1鑛迭len］mXl＝遭1堅ミlE－1縫1騒履歴

轡籔麟雛・妻鷺『夢：驚還ツク　藝竃餐覧竃膓i難1　撃ン電孝轟窺瀧格夢入一一〇6UAO25

目次

己事の内容

パチンコ関連機器・システムの製造販売会社であるサン電子が今夏家庭用ケーム機Wll向け電子コミックの配信事業に本格8入する。配信方法は、　rWlウェァ（※「）」

と呼1まれるコンテンツで配信するというものである。この中で、「SUNSOFT　BOOKS（サンソフトフックス）」の名称でサービスを提供していく。購入したコミックは、テレピ画

面で見ることができる。

電子書籍市場は右肩上がりの成長を続1ナている。容量の大きい文書や画像などのデータを短時間で配信できる通信環境が整備されてきたことに加え、魅力あるコンテン

リが増えているからだ。2002年度に約10億円だった電子書籍市場は06年度には「82憶円に達したとみられている。なかでも電子コミックの伸ぴ率が高い。2006年

度の電子コミVク市場は2005年度比約3倍増の106億円となった。（※2）（つまり05年度は約35憶円7）一方で電子コミック市場拡大の原動力となっているのは携

帯電話で、「今後も携帯電話が電子コミック市場を引っ張る」（大手出版社）との見方が支配的だ。サン電子は携帯電話向けには配信しないが、次世代家庭用ヴーム機で

勝ち組とされるWl向けのサLヒスだ1ナに、サン電子のチャレンジは今後の電子コミック市場の動向を占う試金石として注目を集めそうである。

※1　喘ウェア（ウィーウェア）

店頭では販売されていないWii用新作ソフトをインターネットを利用してタウンロード販売するサーピスである。

200e年3月25日にサービスが開始された。Wilウェア用ソフトは『Wiiショッピンづチャンネル』で販売されている。

※2　20e2年度から200Sff度の電子コミンク市場

携帯電話向け電子書籍の配信サーヒスを提供するインプレスR＆D（東京都千代田区）の調査による

見・感想・質問

WIIウェァで購入した電子コミックはテレビ画面で見ることができるということなので、携帯電話などよりも大きく迫力のある画面で見られるという点が良いと思う。しかし、

最近の電子コミックは音が出たり、絵が動いたりするものも珍しく無い。しかもアニメ版コミ・汐のようにアニメ琶曼画として読めるものもある。だから、そもそもテレヒ画面で見

るのなb始めからアニメーションを見た方が早いのではないかとも思う。

図4　記事紹介ページ例（記事内容）
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FLASHの働遊＿
．〔訓三めに

・ 鐙遼頴鰻

　　以下の機能について記述するとき，先頭行に学籍番号を入れてください。説明は3行目以降に記述してください。

1．挙多勲

3．廷コ紘

図5　2004，2005年度Flashの学習ページ（操作方法の習得）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遂蝶纏灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y

第5章行政と情報システム這投五漣乙遮旦江≡剋雄郷ノ（・h顔担垣f（有馬）

（考察）

行政と情報シスデムについて、惰報は確実に多くの人に伝わりつつあるけど、環境が整っていなu・入がいることを知っておかなけれ

ばならない。システムも昔よりより強化になってきつつあるけど、一番気をつけなければいけないのが情報の漏洩で漏洩があると個

人情報の流失で大きな痛手になること。それらを大きな課題として私たちは考えなけれぱいけないということがわかった。

（意見・感想）

それでも昔より効率よくなってきているのは確かなので、これからももっと住民が快適になるような情報システムを開発してほしい、開

発しなけれぱいけないと思った。

第6章ビジネス戦略と情報シスデムh主撫ξ慮i窯漁a撫＝≡難腱Ω照左漁惑鯨∫（森平）

億見・感想）

技術が高度化するのは良いが、製品の安全、企業の要望に応えられる技術者のスキルが求められているということがわかった。

これからさらに高度化することは予想されるのでs技術者は新しい情報をどんどん取り込んでいかなけれはならないと思う。

第了章ネットビジネスと情報シスデムh泣已こ漣i≧血皇⊆＝註皿述鍵簸⊆1亙ρL垣∫（田嶋）

（意見・感想）

ドラッグストアのポイントカート’に販売戦略がかかわるようなことがあるとは思わなかった。これから情報はさらにいろいろな分野に

応用されていくんだろうけど、プライバシーの問題も多くなりそう。

第9章電子商取引と情報システム磁隠∠皇i鮭こ随』：鍍泣遊⊆⑫∠⊇鯉旦⊇至（古庄）

図6　2009年度情報システムの学習ページ
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表1　Wikiシステム利用評価のアンケート項目

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
H
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6

7
～
O
O
O
∂

－
1
⊥
－
⊥
－
ー
占

20

－
⊥
0
乙
⊇
」

9
ム
リ
ム
リ
ム

24

「Wiki」は操作しやすかった。

「Wiki」はすぐ使えるようになった。

「Wiki」を使うのは楽しかった。

「Wiki」は学習を進める上で役に立った。

「Wiki」に興味を持った。

今後も「Wiki」を使ってみたい。

全体的に画面は見やすかった

前期「記事紹介の活動ページ」は役に立った。

前期「記事紹介の活動ページ」の意見・感想には積極的に書き込んだ。

後期「Frashの使い方ページ」は役に立った。

後期「Frashの使い方ページ」には積極的書き込んだ。

ほかの人たちのページを読んで参考にした。

ほかの人たちと協力しあって学習していると感じた。

ほかの人たちと協同でページを作りたいと思った。

ページを利用することによって，先生や友人に質問しやすくなった。

自分の活動内容や作業報告について書いたページが他の人たちに公開されること

は気にならなかった。

ゼミ全体で情報を共有することができてよかった。

情報を共有できたことは問題解決や内容を理解するうえで役に立った。

「Wiki」は教師・学生間や学生同士のコミュニケーションを深めるのに役に立つ

ツールである。

「Wiki」はほかの人たちと協力しあって作業や学習したりするのに役に立つツー

ルである。

「Wiki」を使ったことで一・番良かったと思ったことは何ですか。

「Wiki」を使ったなかで困ったことがあったら具体的に書いてください。

ゼミで「Wiki」を使うとしたら，あなたはどのように使ってみたいですか。また

全体についての提案・意見があったら書いてください。

このようなコラボレーションツールが存在することを知っていましたか。

　Wikiのようなコラボレーションツールの存在は，10名のうち3名が知っ

ていた。1～20の評価項目については，ほとんどの項目でよい評価（回答

値平均4前後）が得られたが，評価が低めだった項目は「すぐ使えるように

なった」「積極的に書き込んだ（2項目とも）である。操作に慣れるまで時

間がかかった学生や他人のページに書き込もうと思う積極的な気持ちが弱

かった学生がいたと思われる。

　Wikiを使ったことでよかったこととして，「情報を共有することができた」

「文字を入力するだけで表示することができた」「友達と協力し合って作業や

学習ができた」「問題解決や内容理解に役立った」「他の人の作業状況が見や
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すかった」「他の人のページを参考にできた」「他人からの意見や感想をかい

てもらえるのがよい」などの記述があった。どのように使ってみたいかとい

う質問に対しては，「みんなの参考になる情報を提供したい」「意見交換の場

として利用したい」「先輩の就職活動日誌のページの作成」などの記述があっ

た。

　これらの結果から，情報を共有することにより，協調的な学習が行われ，

学習の理解を少なからず深めることができたのではないかと思われる。

4．2　2008年度の調査結果

　3，4年生の9名のゼミ生に以下の5つの質問に回答してもらった。項目1

～ 4は4段階評価で，項目5は自由記述による回答形式である。

　1．Web上の先輩の卒業研究の情報を参照した。

　2．Web上の先輩の卒業研究の情報は役に立った。

　3．演習1・llでWikiページに書き込むことは意味があると思う。

　4．Wikiページによってゼミ活動の情報を共有できたと思う。

　5．ゼミ活動の中でWikiページをどのように利用するとよいと思いますか。

　項目1から4については，肯定的な回答が多かった。特に，項目3，4の

評価は高かった。項目5については，「1作品につき必ず1人コメントを書

くようにすれば，意見交換がしやすく活発になる」という記述があった。感

想として「内容が更新されているのが分かり楽しい」「他のゼミ生に見られ

るのでやる気が出る」「プログのように修飾できれば楽しいと思う」という

記述があった。

　この調査は，ゼミ生の半数にしか回答してもらえなかったため，この結

果から明確に評価することはできないが，Wikiを利用した活動については，

ほぼ肯定的な評価が得られたのではないかと思われる。

5．まとめ

　現在，wikiはさまざまな活動に利用されており，教育支援としてもWiki

が活用されている。ゼミ活動でのWiki利用を試行しながら教育支援として

のWiki活用について考察してきた結果，　Wikiを教育に利用することによっ
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教育支i援としてのWikiの活用に関する考察

て，教員・学生間および学生間の情報の共有が可能となり，協調的な活動を

支援することができるといえる。効果はまだ十分とはいえないが，先輩や仲

間のゼミページを閲覧する機会をできるだけ多くする，教員が率先してコメ

ントを書き入れる，各自のページが他の人の役に立つことなどを実感できる

ようにすることが，積極的な参加を促す，目標を持たせる，モチベーション

を高めることにつながっていくと思われる。

　今回の活動を通して，Wikiに備わっている機能だけでの活用も十分可能

であると考える。筆者らが開発したe－learning学習支援システムに用意され

ているWiki（協調学習ツール）を利用すれば，サーバーの用意やインストー

ル作業は不要となるので，より手軽にWikiを利用することができる。ただ

し，Wikiを用意するだけでは十分な学習効果は引き出せない。　ICTを活用

した教育を行う場合には，単にシステムを構築すればよいということではな

く，学習者自身の参加意欲や積極性を喚起するような学習内容や手法を工夫

することが重要であるが，Wikiを教育支援として活用する場合も，学習者

の積極的な情報発信を支援するために，教員の働きかけと学習目的に合わせ

て機能やページ構成などを十分検討することが必要である。それらの工夫が

学習者の参加意欲を高め，効果的な学習につながると思う。
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